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対策会議では、日本共産

党案と公明党案も含め協議

しましたが、「国の施策など

を注視する。コロナ対応は

主に県が行うもの。市の財

政上からも難しい」など、

与党会派代表からは、市民

を守る積極策を市長に要請

する意見はなく、議会から

執行部への提言には至りま

せんでした。 

なお対策会議への提言案

は執行部に報告されます。 

加増みつ子   遠山ちえ子  

関戸  勇    小池えつ子  

連携を図る医師会から

心配や不安などは？との

質疑に『ワクチンの課題

（保管・管理・配送など）

や対象者が多いので、日

常診療と土日の対応』等

が課題との答弁。さらに

『自治体の負担と同じ

く、連携・協力で人的・経

費など、負担が増える医

療 機 関 へ の 財 政 支 援

は？』『重度の副作用への

責任や補償は国にある

が、説明手順や補償につ

いて、国からの説明がき

ているか？』との質疑に、

市は『実施は自治体だが、

ワクチン接種は国策、現

段階では国からの情報が

不明瞭な部分が多い』と

答えました。 

小池市議は『情報を待

つ中でも、自治体として

しっかりと捉えておく必

要がある』と指摘しまし

た。 

日本共産党は、コロナ感染防止へ、国・県・

取手市に対して、命と暮しを守る対策を繰り返

し求めてきました。爆発的なコロナ感染拡大、

医療崩壊が始まり、政府・茨城県は緊急事態宣

言を発令。党議員団は、今、取手市として特に

必要な施策の提言を議会感染症対策会議に提

出（１月１５日）。２２日に同会議での審議が

行われました。合わせて、１月２０日取手駅西

口・桑原開発見直し、中止、過大開発への予算

をコロナ対策などに振り向けることを求め緊

急要請を行いました。 

 コロナ感染抑止へ  

検査・隔離、暮らしと営業支援など提案 

 

 

① 第２弾の事業継続応援給付事業 

② 第２弾のテイクアウト事業 

③ ＰＣＲの社会的検査の実施 

④ ＰＣＲ検査を希望する市民へ検査費

用の助成 

⑤ 軽度の感染者(無症状の感染者も含

む)の保護施設の確保 

⑥ 国保税の子ども(１８歳まで）の均等

割全額免除 

⑦ 取手市のコロナ対策実施状況の到達

点の明確化 

市長は、新年度予算編成に

関し、市民福祉関連予算５％

マイナスシーリングの一方

で、取手駅西口・桑原開発を

最重点事業とし、最優先で予

算措置を図る方針です。 

昨年秋の予算要求以降一

層深刻化する「コロナ禍」の

事態により、２０日、日本共

産党議員団は市長に対し、

今、「優先すべきは、市民の命

とくらし・営業を守ること」

と、不要・不急の事業予算の

振り替えを求め２項目の緊

急要請を行いました。 

①「取手駅西口開発」に関

しては、取手市施行の取

手駅土地区画整理事業

（駅前広場の整備含む）

にとどめ、再開発事業（タ

ワーマンション等建設計

画）は、中止もしくは、取

手市は撤退すること。 

②「桑原地区開発」は中止、

少なくとも凍結すること。 

新年度予算編成で市長への緊急要請書を

副市長に手渡す共産党市議団１月２０日 

造成中の西口前・駅ビル手前に取り残さ
れた１棟のビル（Ａ街区）１／２５撮影 

  接種対象者と開始予定時期 （接種に個人負担はありません）   

 医療従事者等 

医師・看護師・薬剤師・救急隊員・

自衛隊・保健所・検疫所職員等 

 

６５歳以上高齢者 

対象者数 ３,２００人(市の総人口の３％) ３８，３２３人 

接種開始時期(予定) 令和３年２月下旬 令和３年３月下旬 

対応担当 取手医師会・茨城県 取手市 

 

 

取手駅北土地区画整理事業概要図 
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特措法・感染症法改定案 

・休業・時短営業応じなければ ５０万円以下の過料 

・入院勧告拒むと       １年以上懲役または１００万円以下の罰金 

・調査拒むと         ５０万円以下の罰金 

・医療機関が協力拒否なら   機関名を公表 

代表質問で志位委員長は、「感

染症対策は、国民の合意、十分な

補償、社会的連帯によって進め

られるべきだ」「罰則での強制

は、相互監視、差別と偏見、社会

の分断を招き感染症対策に逆行

する」と追及（２１日）。 

立憲民主枝野代表も「懲役刑

まで設けようというのは行き過

ぎで容認できない」と訴えまし

た。（２０日） 
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２１日の衆院代

表質問で、志位委員

長は、コロナウイル

スの爆発的感染を

招いた菅首相の責

任をただし、感染抑

止の３つの緊急提

案を示して実行を

迫りました。 

合わせて志位氏

は、今夏の東京５輪

は中止し、「日本の

あらゆる力をコロ

ナ収束に集中すべ

きだ」と主張。 

緊急事態宣言が再発令されるもと、18 日に開

会された通常国会は、6 月 16 日までの 150 日

間の会期で開催されます。野党は、足並みをそ

ろえ、コロナ対策、政治とカネ、学術会議会員

任命拒否など菅政権と対峙し、ただします。 

共産党、立憲民主等野党は、１

月２０日の国対委員長会談等の

合意により、２６日、２０２０年

度第３次補正予算案に対する組

み替え動議を提出。組み替え案

は、 ▲医療機関や介護、福祉、

保育などの従事者へ慰労金、検査

体制強化、医療機関減収分補てん

などに４兆５０００億円。 ▲生

活困窮者支援や大学授業料に半

額補助、アルバイト学生に収入補

助などに３兆４０００億円。 ▲

持続化給付金の再開や雇用調整

助成金の特例措置延長、自粛要請

に応じた事業者の支援強化など

に７兆５０００億円。 ▲地方自

治体支援に２兆５０００億円。合

わせて歳出総額は１７兆９００

０億円。 

一方、不要不急のＧｏ Tｏキ

ャンぺーンやマイナンバーカー

ド普及、国土強靭化の推進、防衛

装備品などの経費は削除しまし

た。 

与党は、野党の反対を押切り、

政府案を強行成立させました。 

 野党組み替え動議提出 

① 無症状感染者を把握・保護する積極

的検査戦略を持ち実行すること。 

② 医療機関と医療従事者、保健所への

支援を抜本的に拡充すること。 

③ 自粛要請と一体に十分な補償、雇用

と営業を守る大規模な支援を実行す

ること。 
野党は、感染者が入院できな

い状況のなかで、感染症対策に

逆行する刑事罰導入の撤回や再

検討を求めています。日本医学

会連合会や日本弁護士連合会も

刑事罰・罰則の導入に反対を表

明しました。 

感染者の保護どころか「犯罪

者扱い」することは、差別と偏見

を助長し検査忌避など、感染症

対策に不可欠な国民の協力を妨

げる危険があります。  
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第３次補正予算案の組み換え案で合意した野党国会
対策委員長会談 ２０日国会内 

茨城県庁内 竜ケ崎保健所 市保健センター 厚労省コールセンター

電　話 029-301-3200 0297-62-2161 0297-85-6900 0120-56-5653

ＦＡＸ 029-301-6341 － 0297-85-6901 03-3595-2756

8:30～22:00 9:00～17:00 9:00～17:00 9:00～21:00

平日・土日祝 平日 平日 平日・土日祝
受付時間


